
活動団体名：かみかつ茅葺き学校
活動地域 ：徳島県上勝町

令和4年度 環境で地域を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

第1回 意見交換会
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活動団体紹介

上勝町

八重地集落

●上勝町
・徳島市内から、約４０㎞
・勝浦川上流部
・５５の小集落
・ゼロ・ウェイストタウン上勝

●八重地集落
・上勝町の最奥集落
・約20世帯、高齢化率約80%
・あめごの養殖業
・ゆずの栽培

●かみかつ茅葺き学校（2019～）
・かやぶき民家・八重地花野邸を拠点
・昔ながらの集落の暮らし（＝ゼロ・ウェイストな暮らし）の価値を伝える
・集落を維持するための関係人口を創出
・持続可能な集落の実現を目指す

にほんの里100選
「八重地」

地域の資源と技で再
生した、上勝町内唯一
の茅葺き民家

八重地分間絵図（1813）

200年前と同じ土地利用少子高齢化、伝統的暮らしの消失、山・棚田の荒廃
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美しい棚田景観を守る
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貴団体の発表を初めて聞く方向けにご説明ください。
マンダラの中でも、地域の課題、地域の資源を利用して地域課題を解決するた
めの主な取組、それによって得られる効果、最終的なビジョンを、ストーリー性を
持ってご説明ください。

かみかつ茅葺き学校の実施
・昔の暮らし体験
・百姓プログラム
・棚田保全活動（八重地応援隊）
・花野邸貸館

茅葺き民家
八重地花野邸

：景観要素、拠点

・昔の暮らしを伝
える場ができる

地元
食材

身の回りの材料
でつくる知恵

昔の
道具

・小さな自然再生
ができる

・集落を支える仲間ができる

ビジネスパート
ナーとの協働

・コミュニティビジ
ネス

・集落で経済活動が
できる

ゼロ・ウェイスト
タウン上勝パッケージ
・サステナブルツアー
・スタディツアー

・集落に人が来る

山・川・棚田：
美しい景観

山・川・棚田：
生物生息空間

・伝統的な文化
の継承ができる

上勝ブランド
・ゼロ・ウェイスト

地域資源＝事業の対象となる可能性の束

・昔の暮らしをする必要がなくなった
・身近にある資源でつくる暮らし
・再生可能な資源でつくる暮らし
・集落で助けあう暮らし

・山の荒廃 ・生物多様性低下

・山のめぐみを活用する知恵・技術が
失われつつある（人がいなくなる）

・高齢化により、山・棚田・集落の荒廃 ・活動の継
続が困難

・拠点の維持に
費用が掛かる

仲間ができる小さな自然再生 仕事ができる

・茅葺き学校の活動
資金ができる

助け合い文化
・金銭を介さない豊
かな関係性

農業技術

伝統的な神事

ハブ拠点
・WHY、・RISE
・Polester 他

山・川・棚田：
生産資源

山の水、用水

・集落に仕事がない

山のめぐみを活用した集落の豊かな暮らしの持続

・集落を守る

地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿

信頼関係

暮らしの知恵・技術の持ち主

町内移住者 茅葺きや農業の技術習得希望者

上勝町役場

ハブ拠点の担い手
山の楽校
カミカツーリスト

きせきれい㈱

イーストとくしま

ネイチャークラブ体
験教育研究所
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【屋根葺き替え】
2021年度 背面葺き替え
2022年度 側面葺き替え
2023年度 正面葺き替え



今後の展望
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• 継続的資金づくり
• 自主事業による収益増

• 既存事業の内容と料金設定の見直し

• 「茅葺き民家・花野邸」宿泊可能性調査

• 美しい里地里山環境の維持、再生
• 担い手育成：百姓プログラム（匠プログラムの発展形）の実施

• 環境学習の実施：植物（生物多様性）調査、生態系活用

• 上勝産物の販売、商品開発
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